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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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休
と
な
っ
た
職
員
が
い
る
。

東
京
局
の
精
神
疾
患
者
は　
10

年
間
で
２
・
５
倍
。
明
日
は

我
が
身
か
。
▼
若
手
育
成
に

力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
局

か
ら
き
た
統
括
が
朝
８
時
か

ら
若
手
に
調
査
方
法
を
教

え
、
一
時
間
立
た
せ
て
復
命

さ
せ
て
い
る
。
声
の
大
き
さ

や
態
度
に
指
導
と
称
し
た
パ

ワ
ハ
ラ
で
は
な
い
か
と
訴
え

が
あ
っ
た
▼
大
蔵
官
僚
腐
敗

事
件
を
契
機
に
政
財
界
音
頭

の
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
が
始

ま
っ
た
。
監
視
が
強
ま
り
、

萎
縮
し
、
パ
ワ
ハ
ラ
で
心
が

痛
ん
で
い
る
▼
震
災
復
興

に
、
職
務
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
懸
命
に
従
事
す
る
公
務
員

の
姿
に
法
律
無
視
の
賃
下
げ

は
け
し
か
ら
ん
と
各
界
か
ら

励
ま
し
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
。
叱
る
よ
り
褒
め
て
育
て

る
職
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

管
運
か
ら
課

税
に
配
置
換

え
と
な
り
事

前
通
知
の
指

示
を
受
け
た

直
後
長
期
病

〈
出
題
〉
九
段　

石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉

白
を
ダ
メ
ヅ
マ
リ
に
し
て
仕

留
め
ま
す
。

（
５
分
で
二
、
三
段
以
上
）

水準差一時金俸給表

9.57％ ▲0.05ヵ月▲2.0％ 2002年

9.45％ ▲0.25ヵ月　▲1.1％ 2003年

改 定 見 送 り 2004年

　9.38％▲0.05ヵ月　▲0.3％ 2005年

改 定 見 送 り 2006年

　9.33％ ▲0.05ヵ月　0.35％ 2007年

改 定 見 送 り 2008年

　9.54％ ▲0.36ヵ月　▲0.2％ 2009年

　9.55％ ▲0.20ヵ月　▲0.19％ 2010年

　9.53％ 改定見送り　▲0.23％ 2011年

2011年勧告2010年勧告

水準差率人員水準差率人員

　16.57％　 6,167　17.00％　 5,5671級

　12.74％ 　4,190　12.93％ 　4,0772級

　11.21％ 　5,341　11.25％ 　5,8563級

　9.93％ 10,499　10.00％ 10,3564級

　 8.73％  13,731　 8.76％  13,5965級

　 7.45％  11,765　 7.47％  11,2776級

　 9.53％  51,643　 9.55％  50,829計

■級別人員・水準差率の前年比■

■10年間の給与等改定の推移■

前年比 23年度 24年度 区　　分
％ 億円 億円 

98.2 7,274 7,143 （組織）国税庁

 職場関係事項
98.3 606 596  庁 局 署 一 般 経 費  

91.8 97 89  職 場 環 境 整 備 経 費  

97.0 430 417 情 報 化 経 費  

皆増 0 628 東日本大震災復旧復興経費

 0 予算編成過程で検討中  共通番号制度関係経費 

■庁予算概算要求額■
（注）前年比は概算要求ベース

中
高
年
標
的
に
3
年
連
続
賃
下
げ
勧
告

　

政
府
・
連
合
の　

％
賃
下
げ
法
案
に
は
懸
念
表
明

10

　月例給は引下げ改定、ボーナスは改定見送り～平均年間給与

は△1.5万円（△0.23％）

①　国家公務員給与が民間給与を上回るマイナス較差（△

0.23％）を解消するため、50歳台を中心とした俸給表の引下げ

改定。

　現給保障13年度に廃止

②　給与構造改革における経過措置額は、平成24年度は2分の

1（上限1万円）を減額し、平成25年4月1日に廃止。（これ

により生ずる原資を用い、若年・中堅層を中心に、給与構造改

革実施のために抑制されてきた昇給を回復）

◎　改定の内容

(1)　月例給

　　民間給与との格差を解消するため、月例給を引下げ改定

①　俸給表　民間の給与水準を上回っている50歳台を中心に、

40歳台以上を念頭に置いた引下げ（50歳台が在職する号俸：

最大△0.5％、40歳代後半層が在職する号俸：△0.4％、40歳

台前半層が在職する号俸で収れん）

※　税務俸給表

　3級65号、4級45号、5級37号、6級29号、7級17号、8

級5号、9～10級は1号からマイナス改定で、月額200円から

2,300円の減額（税務水準差に変動なし）

②　指定職俸給表　行（一）の管理職層の引下げ率を踏まえた

引下げ改定（△0.5％）

※　給与構造改革における経過措置額についても、本年の俸給

表の改定率等を踏まえて引下げ

（2）定年延長の賃金を60歳前の70％

●　職員の給与に関する報告

給与減額法案に対する強い懸念を表明

①　労働基本権が制約されたもとで国家公務員法第28条の定

める手続きを無視していること

②　反対を表明している職員団体があること

③　給与減額支給措置が行われる間、労働基本権制約の代償措

置が本来の機能を果たさないことなど

　

人
事
院
は
９
月　

日
、
月
例
給
の
0
・　

％
削
減
、
一
時
金
３
・　

月
の
据
え
置

30

23

95

き
を
柱
と
し
て
中
高
年
狙
い
打
う
ち
の
給
与
勧
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
政
府
・
連
合
に
よ
る
賃
下
げ
法
案
に
対
し
て
強
い
懸
念
を
表
明
し
た
こ
と

が
大
き
な
特
徴
で
す
。

政
府
は
賃
下
げ
で
約
2
9
0

0
億
円
が
復
興
に
回
る
と
し

て
い
ま
す
が
、
国
民
が
求
め

る
原
発
廃
止
を
決
断
す
れ
ば

多
額
の
資
金
が
出
て
く
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

原
子
力
環
境
整
備
促
進
・
資

金
管
理
セ
ン
タ
ー
は
、
核
燃

料
の
最
終
処
分
場
確
保
の
た

め
三
兆
円
を
超
え
る
巨
額
の

資
金
を
持
っ
て
い
る
の
で

す
。

　

異
動
後
、
東
京
な
ど
一
部

の
局
で
「
欠
勤
事
績
簿
（
電

話
連
絡
用
）」な
る
も
の
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。
急
病
の
た

め
電
話
で
休
暇
を
申
請
し
た

ら
「
欠
勤
」
と
し
て
扱
う
と

い
う
も
の
で
、「
欠
勤
」
と
い

う
語
感
へ
の
反
発
や
無
理
し

て
出
勤
す
る
な
ど
の
事
態
と

【
定
員
】　

大
震
災
対
応
、
番

号
制
度
へ
の
対
応
を
含
め

1
・
0
8
9
人
の
増
員
要
求

か
ら
合
理
化
目
標
数
1
.
0

6
0
人
を
差
し
引
い
た　

人
38

の
純
増
要
求

【
機
構
】　

審
理
、
調
査
徴

収
、
国
際
化
、
社
会
保
障
・

税
に
関
わ
る
番
号
制
度
へ
の

対
応
を
主
眼
に
要
求

【
経
費
】　

一
般
経
費
の
う
ち

諸
用
紙
▲
6
億
4
8
0
0
万

円
、
旅
費
捜
査
費
▲
2
億
4

0
0
万
円
、
ア
ル
バ
イ
ト
予

算
＋
1
億
2
2
0
0
万
円
。

職
場
環
境
整
備
経
費
の
う
ち

　

３
年
連
続
と
な
る
マ
イ
ナ

ス
勧
告
の
鉾
先
は
中
高
年
で

あ
り
、
①
再
任
用
職
員
、
行

　

職
員
を
含
め
た
マ
イ
ナ
ス

（二）改
定
（
本
年
４
月
遡
及
で
一

時
金
か
ら
差
引
）、
②
現
給

保
障
の
廃
止
（
来
年
４
月
か

ら
）、
定
年
延
長
後
の
賃
金

水
準　

％
な
ど
で
す
。

70

　

勧
告
を
受
け
た
４
日
の
関

係
閣
僚
会
議
で
は
結
論
が
出

て
い
ま
せ
ん
が
、
野
田
佳
彦

首
相
は
賃
下
げ
法
案
の
「
早

期
成
立
を
図
り
た
い
」と
し
、

連
合
の
古
賀
伸
明
会
長
も

「
勧
告
は
全
く
無
視
し
て
も

ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
」
と

二
人
三
脚
で
、
政
府
・
連
合

が
合
意
し
た　

％
賃
下
げ
法

10

案
の
成
立
を
叫
ん
で
い
ま

す
。

　

労
働
基
本
権
制
約
の
下

で
、
勧
告
を
無
視
し
た
賃
下

げ
に
道
理
が
な
い
の
は
当
然

で
あ
り
、
国
公
労
連
・
全
国

税
は
総
人
件
費
抑
制
策
に
迎

合
し
た
政
治
的
勧
告
は
も
ち

ろ
ん　

％
賃
下
げ
法
案
の
強

10

行
は
断
じ
て
認
め
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
連
合
は
定
期
大
会

で
原
発
に
依
存
し
な
い
社
会

を
め
ざ
す
と
し
な
が
ら
再
稼

働
を
検
討
す
る
考
え
で
す
。

2011年人勧
2011年の給与勧告のポイント

な
り
、
全
国
税
は
撤
回
を
求

め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
国
税
庁

は
、
事
後
請
求
後
に
判
断
し

て
も
「
人
事
管
理
上
特
段
の

問
題
は
な
い
こ
と
か
ら
簡
便

な
も
の
に
見
直
す
」
と
改
善

を
約
束
し
、
9
月　

日
に
は

29

「
欠
勤
事
績
簿
導
入
前
は
グ

耐
震
改
修
経
費
は
大
震
災
復

旧
・
復
興
経
費
を
含
め　

庁
15

舎
5
宿
舎　

億
3
0
0
0
万

23

円
。
震
災
関
係
で
放
射
能
分

析
復
興
経
費
（
輸
出
用
酒
類

の
放
射
能
分
析
装
置
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
6
7
0

0
万
円
。
番
号
経
費
は
今
後

の
検
討
に
基
づ
き
「
平
成　
24

年
度
予
算
の
概
算
要
求
組
換

え
基
準
に
つ
い
て
」に
則
る
。

「
欠
勤
事
績
簿
」見
直
し
へ

レ
ー
か
ら
白
に
し
て
き
た
。

そ
れ
を
一
旦
黒
に
し
て
白
に

戻
す
手
続
き
だ
が
、
白
か
ら

白
に
す
る
判
断
を
し
た
」
と

回
答
し
ま
し
た
（
白
は
処
分

対
象
で
は
な
く
、
黒
は
処
分

対
象
）。

　

併
せ
て
以
下
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。
①
「
欠
勤
」
と

は
勤
務
時
間
中
に
勤
務
し
な

い
た
め
に
給
与
を
減
額
さ
れ

る
場
合
と
さ
れ
て
い
る
、
②

欠
勤
事
績
簿
導
入
で
休
暇
の

承
認
不
承
認
の
判
断
に
影
響

は
な
い
、
③
人
事
院
規
則
で

事
由
を
付
せ
ば
事
後
で
も
休

暇
承
認
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
、
④
電
話
連
絡
自
体
は

請
求
と
し
て
認
め
ら
れ
る
、

⑤
年
次
休
暇
取
得
状
況
は
職

員
の
評
価
に
つ
な
げ
な
い
。

24年度　107・06
23年度　102・00
22年度　105・84
21年度　101・15
20年度　 98・94

アルバイト賃金

（単位・億円）
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コ
ラ
ム
・
北
風
よ
り

【
近
畿
・
北
大
阪
支
部
】

武
器
緩
和
／
七
百
円
や
ら

／
不
完
全
…
海
外
で
人
を

殺
す
武
器
使
用
と
輸
出
緩

和
は
前
原
氏
の
持
論
。
煙

草
嫌
い
で
も
七
百
円
は
？

こ
れ
も
小
宮
山
厚
労
相
の

持
論
。
大
臣
ら
が
「
不
完

全
」
と
は
平
野
国
対
委
員

長
の
本
音
か
な
▼
松
下
塾

／
所
詮
は
財
界
／
代
弁
者

…
松
下
政
経
塾
は
故
松
下

幸
之
助
氏
私
塾
。
あ
の
人

は
立
派
で
も
そ
こ
で
培
わ

れ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
・
財

界
奉
仕
▼
ド
ジ
ョ
ウ
総
理

／
ま
ず
は
「
土
壌
」
の
／

洗
浄
を
…
野
田
新
総
理
。

原
発
の
再
稼
働
な
ど
と
言

わ
ず
に
、
放
射
能
に
汚
染

さ
れ
た
「
土
壌
」
を
洗
浄

し
、
改
良
し
、
人
が
暮
ら

せ
る
福
島
県
に
▼
マ
ス
キ

ン
グ
／
チ
ェ
ッ
ク
し
て
た

ら
／
も
う
五
時
や
…
職
員

を
全
く
信
用
し
な
い
当
局

の
職
員
管
理
。
出
張
す
る

の
も
ひ
と
苦
労
。　
（
Ｋ
）

電
話
番
号
が
分
か
ら
な
い

【
東
京
・
芝
分
会
】

調
査
で
、
事
前
連
絡
の
う

え
納
税
者
宅
へ
赴
き
チ
ャ

イ
ム
を
何
遍
も
押
し
た
が

応
答
が
な
い
。
電
話
連
絡

を
し
よ
う
と
調
査
フ
ァ
イ

ル
を
取
り
出
し
、
唖
然
と

な
っ
た
。
マ
ス
キ
ン
グ
の

た
め
電
話
番
号
が
分
か
ら

な
い
。
慌
て
て
署
へ
電
話

を
し
て
調
べ
て
も
ら
い
本

人
宅
へ
連
絡
で
き
た
。

暴
風
雨
で
も
欠
勤
に

【
東
海
・
愛
知
東
支
部
】

　

台
風　

・　

号
が
日
本

12

15

列
島
に
大
き
な
爪
あ
と
を

残
し
た
。
大
自
然
を
前
に

人
間
の
で
き
る
こ
と
な
ど

限
ら
れ
て
い
る
。「
判
断

す
る
こ
と
は
難
し
い
」
こ

と
も
分
か
る
。
そ
の
判
断

が
職
員
を
危
険
に
さ
ら
す

か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ
。

　

号
で
は
９
月　

日
、
特

15

20

別
休
暇
で
早
く
退
庁
し
て

も
帰
宅
が
夜
8
時
以
降
に

な
っ
た
人
が
多
く
い
た
。

翌
日
は
、
朝
穏
や
か
だ
っ

た
が
Ｊ
R
中
央
線
が
始
発

か
ら
運
休
で
利
用
者
は
登

庁
で
き
な
か
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
あ
る
署
で
は　

日
21

午
後
か
ら
中
央
線
は
運
転

再
開
し
た
の
で
「　

日
４

21

時
間
特
別
休
暇
か
ら
年
次

休
暇
に
振
替
ろ
」
と
の
お

達
し
。
再
開
し
た
だ
け
で

正
常
運
転
と
は
程
遠
い
J

R 
を
頼
り
に
暴
風
雨
の
中

ど
う
や
っ
て
駅
ま
で
行
け

る
と
判
断
し
た
の
で
し
ょ

う
。「
勤
務
時
間
の
厳
正

な
管
理
」
は
い
い
が
、
一

般
職
員
は
次
回
、
暴
風
雨

で
も
路
線
が
動
い
て
お
っ

た
場
合
、
登
庁
し
な
け
れ

ば
欠
勤
に
な
る
の
か
。

研
修
生
か
ら
怒
り
の
声

【
北
陸
地
連
】

局
審
理
研
修
の
際
、
現
場

を
考
え
て
い
な
い
調
査
件

数
の
多
さ
や
若
手
育
成
の

や
り
方
に
つ
い
て
研
修
生

か
ら
当
局
に
対
す
る
強
い

怒
り
の
発
言
が
出
さ
れ
て

い
た
。

　

ま
た
、「
争
点
整
理
表
」

に
対
し
て
も
、「
何
度
同
じ

こ
と
を
書
か
せ
る
の
か
署

に
来
て
や
っ
て
み
た
ら
ど

う
か
」
と
い
う
ス
ト
レ
ー

ト
な
意
見
も
局
に
ぶ
つ
け

ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
に

対
す
る
局
側
の
回
答
は
な

か
っ
た
。

〈
解
答
〉
黒
1
の
ツ
ケ
か
ら

3
、
5
と
打
つ
の
が
好
手
段
。

白
6
に
黒
7
で
白
死
で
す
。

黒
1
で
3
は
白
1
で
白
生

き
。
白
2
で
3
な
ら
黒
7
白

イ
黒
2
で
白
死
。
黒
5
で
7

は
白
イ
黒
5
白
ロ
で
失
敗
で

す
。

さようなら原発 原
発
は
、も
う
い
ら
な
い

　

子
ど
も
た
ち
を
守
れ

　

9
月　

日
、
東
京
・
明
治
公
園
の
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
5
万
人
集
会
」
は
、
主
催

19

者
発
表
で
6
万
人
が
参
加
す
る
大
集
会
と
な
り
ま
し
た
。
集
会
は
、
著
名
9
氏
の

呼
び
か
け
で
開
か
れ
、
作
家
の
大
江
健
三
郎
・
澤
地
久
枝
・
落
合
恵
子
、
経
済
評
論

家
の
内
橋
克
人
、
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
鎌
田
慧
さ
ん
ら
が
壇
上
か
ら
訴
え
、
会
場
は
原

発
事
故
が
起
き
た
福
島
県
を
始
め
全
国
か
ら
の
参
加
者
で
あ
ふ
れ
か
え
り
ま
し
た
。

9
月　

日
、東
京
・
明
治
公
園
の
集
会
に
は
6
万
人
が
集
ま
っ
た
。

19

私
た
ち
は
原
発
に
抵
抗
す
る 

意
志
を
も
っ
て
い
る

　
　
　
　
　

大
江　

健
三
郎

　

原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

必
ず
荒
廃
と
犠
牲
を
伴
い
ま

す
。
原
発
に
抵
抗
す
る
意
志

を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
、
想

像
力
を
持
た
な
い
政
党
幹
部

や
経
団
連
の
実
力
者
に
思
い

知
ら
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
は
民
主
主
義
の
集
会
、
市

民
の
デ
モ
し
か
な
い
の
で

す
。

人
間
の
と
り
で
を
築
こ
う

　
　
　
　
　
　

澤
地　

久
枝

　

原
爆
の
実
験
場
に
さ
れ
た

こ
の
国
は
、
原
発
な
ど
持
っ

て
は
い
け
な
か
っ
た
は
ず
で

す
。
今
回
の
事
故
の
原
因
と

真
相
の
究
明
を
徹
底
さ
せ
、

老
若
男
女
を
問
わ
ぬ
人
間
の

と
り
で
を
築
い
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

世
界
か
ら
原
発
と
核
が
消
え

る
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
…

　
　
　
　
　
　

落
合　

恵
子

　

放
射
能
廃
棄
物
の
処
理
能

力
を
持
た
な
い
人
間
が
、
原

発
を
持
つ
こ
と
の
罪
深
さ
。

9・19
明治公園

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

そ
れ
は
、
命
へ
の
国
家
の
犯

罪
で
す
。

新
し
い「
安
全
神
話
」許
さ
ず

　
　
　
　
　
　

内
橋　

克
人

　

新
し
い
「
安
全
神
話
」
が

台
頭
し
て
い
ま
す
。
原
発
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
な
く
、
命
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
輝
く
国
に
し
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

安
全
性
と
信
頼
は
既
に
破
綻

　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

慧

　

日
本
人
の
8
割
は
原
発
の

な
い
社
会
に
し
た
い
と
言
っ

て
い
る
。
そ
の
声
を
無
視
し

て
政
治
が
で
き
る
は
ず
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
原
発
に
「
さ
よ

な
ら
」
を
言
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
子
ど
も
た
ち
に
平
和
な

幸
せ
な
社
会
を
残
す
た
め
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

壇
上
か
ら
訴
え
る
鎌
田
さ
ん

　

午
後
1
時　

分
の
開
会
1
時
間
以
上
前
か
ら
会
場
と

30

会
場
周
辺
は
、
人
で
い
っ
ぱ
い
。
最
寄
り
駅
か
ら
会
場

に
た
ど
り
着
く
の
に
も
大
変
な
人
出
で
し
た
。

呼
び
か
け
人
五
氏
の
発
言（
要
旨
）

鞍
杏
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